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一　

は
じ
め
に
―
北
宋
末
の
蘇
集
の
編
纂
状
況
と
併
せ
て

「
禁
書
」
と
は
、
時
の
統
治
者
の
文
化
政
策
と
し
て
特
定
の
書
物
が
焚
棄
・
発
禁
処
分
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
北
宋
の
蘇
軾
（
字
は
子

瞻
、
号
は
東
坡
居
士
、
一
〇
三
六－

一
一
〇
一
）
の
文
集
が
禁
書
と
な
っ
た
の
は
、
紹
聖
年
間
（
一
〇
九
四－

九
七
）
に
至
っ
て
の
こ
と
で
、
こ
の

場
合
、
元
祐
年
間
（
一
〇
八
六－

九
三
）
に
政
務
を
司
っ
た
旧
法
党
の
大
臣
全
て
の
「
学
術
文
字
」
が
禁
書
と
な
っ
た（
１
）。
元
符
三
年
（
一
一

〇
〇
）
に
哲
宗
が
崩
御
し
て
か
ら
翌
建
中
靖
国
元
年
（
一
一
〇
一
）
ま
で
、
新
旧
両
党
の
融
和
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
時
的
に
解
か

れ
た
が
、
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）、
再
び
旧
法
党
人
へ
の
政
治
的
な
弾
圧
― 「
元
祐
党
禁
」
が
始
ま
っ
た
。

『
宋
史
』
徽
宗
本
紀
に
よ
る
と
、
そ
の
端
緒
は
、
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
九
月
、
元
祐
年
間
に
要
職
に
就
い
た
旧
法
党
人
一
百
十
九
人

の
名
を
刻
ん
だ
「
元
祐
党
籍
碑
」
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
党
人
と
そ
の
子
孫
は
、
住
居
や
任
官
、
婚
姻
な
ど
に
お
い
て
制
限
さ

れ
た
が
、
こ
こ
で
特
に
警
戒
さ
れ
た
の
が
蘇
軾
の
文
学
の
影
響
力
で
あ
っ
た
。『
続
資
治
通
鑑
』
巻
八
十
八
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
崇
寧
元

年
（
一
一
〇
二
）
十
二
月
に
元
祐
党
人
の
「
学
術
政
事
」
の
教
授
が
禁
止
さ
れ
、
翌
崇
寧
二
年
（
一
一
〇
三
）
四
月
乙
亥
に
出
さ
れ
た
「
蘇

洵
・
蘇
軾
・
蘇
轍
・
黄
庭
堅
・
張
耒
・
晁
補
之
・
秦
觀
・
馬
涓
文
集
、
范
祖
禹
『
唐
鑑
』・
范
鎭
『
東
齋
記
事
』・
劉
攽
『
詩
話
』・
僧
文

瑩
『
湘
山
野
錄
』
等
印
板
、
悉
行
焚
毀
（
蘇
洵
・
蘇
軾
・
蘇
轍
・
黄
庭
堅
・
張
耒
・
晁
補
之
・
秦
観
・
馬
涓
の
文
集
、
范
祖
禹
『
唐
鑑
』・
范
鎮
『
東
斎
記
事
』・

劉
攽
『
詩
話
』・
僧
文
瑩
『
湘
山
野
録
』
等
の
印
板
、
悉
く
焚
毀
を
行
は
し
む
）」
と
い
う
詔
勅
に
よ
り
、
三
蘇
及
び
蘇
門
四
学
士
の
文
集
や
、
蘇
軾
の

姻
戚
で
も
あ
る
范
鎮
と
范
祖
禹
の
著
作
が
禁
書
と
な
っ
た
。
更
に
、『
宋
史
』
徽
宗
本
紀
の
宣
和
六
年
（
一
一
二
四
）
に
「
冬
十
月
庚
午
、
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詔
有
收
藏
習
用
蘇
黄
之
文
者
、
並
令
焚
毀
、
犯
者
以
大
不
恭
論
（
冬
十
月
庚
午
、
詔
し
て
蘇
黄
の
文
を
収
蔵
習
用
せ
し
者
有
ら
ば
、
並
び
に
令
し
て
焚

毀
せ
し
め
、
犯
す
者
は
大
不
恭
な
る
を
以
て
論
ず
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
蘇
軾
・
黄
庭
堅
の
文
集
は
所
有
さ
え
も
禁
じ
ら
れ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
北
宋
に
編
纂
さ
れ
た
蘇
集
は
元
祐
党
禁
に
よ
っ
て
禁
書
と
さ
れ
た
た
め
、
表
向
き
は
出
版
・
流
通
す
る
こ
と
は
無
か
っ

た
。
そ
れ
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、「
靖
康
の
変
」
に
よ
り
時
世
が
変
化
し
て
か
ら
で
あ
り
、
特
に
孝
宗
に
よ
っ
て
乾
道
六
年
（
一
一
七

〇
）
九
月
に
蘇
軾
に
「
文
忠
」
が
諡
号
さ
れ
、
乾
道
九
年
（
一
一
七
三
）
二
月
に
「
太
師
」
の
位
が
贈
ら
れ
た
こ
と
が
決
定
打
で
あ
っ
た
。

で
は
、
そ
の
南
宋
に
お
い
て
新
た
に
編
纂
さ
れ
た
蘇
集
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か（
２
）。
以
前
、
概
ね
蘇
軾
の
生
前
か
ら
北
宋

末
ま
で
に
編
纂
さ
れ
た
文
集
に
つ
い
て
系
統
的
に
論
究
し
た
が（
３
）、
本
論
で
は
、
南
宋
に
お
け
る
蘇
集
編
纂
の
流
れ
を
辿
り
た
い
。

二　

南
宋
に
お
け
る
蘇
集
編
纂

南
宋
に
至
っ
て
、『
東
坡
集
』
な
ど
の
蘇
軾
の
文
集
は
再
び
刊
行
が
許
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、
注
釈
本
や
選
集
本
、
総
集

本
が
刊
行
さ
れ
た
。
流
伝
し
た
も
の
や
、
佚
書
と
な
っ
た
が
、
資
料
に
記
録
が
遺
っ
て
い
る
も
の
を
、
以
下
系
統
立
て
て
列
挙
す
る
。

（
Ⅰ
）
注
釈
本
―
詩
に
つ
い
て

北
宋
末
か
ら
南
宋
に
か
け
て
、
蘇
軾
の
詩
文
は
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
注
釈
が
施
さ
れ
、
南
宋
初
期
に
は
注
釈
本
が
出
版
さ
れ
た
。

 
  

⑴ 

撰
者
未
詳
『
集
註
東
坡
先
生
詩
前
集
』
十
八
巻
（
※
残
巻
は
四
巻
の
み
。
巻
一
～
三
が
「
十
注
本
」、
巻
四
が
「
五
注
本
」）

 
  

⑵ 

撰
者
未
詳
『
集
註
東
坡
先
生
詩
後
集
』
七
巻
（
※
「
五
注
本
」
が
あ
っ
た
が
、
散
佚
）

 
  

⑶ 

伝
王
十
朋
撰
注
『
王
状
元
集
百
家
註
分
類
東
坡
先
生
詩
』
二
十
五
巻
（
※
傅
藻
『
東
坡
紀
年
録
』
を
附
す
）

 
  

⑷ 

施
元
之
・
顧
禧
等
撰
注
『
施
顧
註
東
坡
先
生
詩
』
四
十
二
巻
（
※
施
宿
に
よ
る
『
年
譜
』
及
び
『
目
録
』
各
一
巻
を
附
す
）

 
  

⑸ 

傅
共
撰
注
『
東
坡
和
陶
詩
解
』
十
巻
（
※
散
佚
）

ま
ず
、
⑴
『
集
註
東
坡
先
生
詩
前
集
』、
⑵
『
集
註
東
坡
先
生
詩
後
集
』
は
、
お
よ
そ
高
宗
朝
の
頃
に
刊
行
さ
れ
た
当
時
の
注
釈
書
で

あ
り
、
西
野
貞
治
氏
や
劉
尚
栄
氏
に
よ
っ
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る（
４
）。
⑴
の
残
巻
四
巻
の
う
ち
、
巻
一
か
ら
巻
三
ま
で
が
「
十
注
本
」

⎫ ⎭
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で
あ
り
、
巻
四
が
「
五
注
本
」
で
あ
っ
た
。
林
敏
功
注
が
「
新
添
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
四
者
の
「
四
注
本
」
の
刊
行
後

に
林
敏
功
が
自
注
を
加
え
て
「
五
注
本
」
を
編
定
し
、
次
い
で
後
述
す
る
「
八
注
本
」
や
「
十
注
本
」
が
刊
行
さ
れ
た
と
考
ら
れ
る
（
左

表
参
照
）。
ま
た
、
⑵
は
清
の
馮
応
榴
が
そ
の
「
宋
刊
五
家
注
不
全
本
七
巻
」
を
見
た
と
い
う
が
、
現
在
は
散
佚
し
て
い
る（
５
）。

四
注
…
趙
次
公
・
李
厚
・
程
縯
・
宋
援

八
注
…
五
注
及
び
師
尹
・
趙
夔
﹇
補
注
﹈・
孫
倬
（
も
し
く
は
任
居
実
）

五
注
…
四
注
及
び
林
敏
功
﹇
新
添
﹈

十
注
…
八
注
及
び
胡
某
・
傳
藻
（
も
し
く
は
孫
倬
・
李
尭
祖
）

こ
の
⑴
及
び
⑵
の
「
八
注
本
」
や
「
十
注
本
」
は
、
⑶
『
王
状
元
集
百
家
註
分
類
東
坡
先
生
詩
』
の
祖
本
で
も
あ
っ
た
。
⑶
は
、
文

字
通
り
題
目
別
の
「
分
類
」
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
、
百
家
（
正
確
に
は
九
十
六
名
）
に
よ
る
集
注
本
で
、
主
に
福
建
の
泉
州
や
建
安
な
ど

で
の
刻
本
が
現
存
す
る
。
ま
た
、
編
集
者
と
し
て
、
紹
興
二
十
七
年
（
一
一
五
七
）
の
科
挙
で
状
元
登
第
を
果
た
し
た
王
十
朋
（
字
は
亀
齢
、

号
は
梅
渓
、
一
一
一
二－

七
一
）
の
名
を
冠
す
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
福
建
の
書
肆
に
よ
る
刊
行
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
福
建
に
お
け

る
出
版
は
、
乾
道
四
年
（
一
一
六
八
）
か
ら
同
六
年
（
一
一
七
〇
）
ま
で
王
十
朋
が
知
泉
州
を
務
め
た
影
響
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

陳
巌
肖
『
庚
渓
詩
話
』
巻
上
に
よ
る
と
、
孝
宗
が
乾
道
（
一
一
六
五－

七
三
）
の
初
頭
に
「
近
有
趙
䕫
等
注
軾
詩
、
甚
詳
（
近
ご
ろ
趙
夔
等
の

軾
詩
に
注
す
る
有
り
、
甚
だ
詳
た
り
）」
と
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
く
て
も
乾
道
末
、
出
版
に
至
る
時
間
的
配
慮
を
行
う
と
、
淳
熙
（
一

一
七
四－

八
九
）
以
後
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
現
行
本
に
は
趙
夔
（
字
は
尭
�
）
の
序
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

 

崇
寧
間
、
僕
年
志
於
學
、
逮
今
三
十
年
、
一
字
一
句
推
究
來
歴
、
必
欲
見
其
用
事
之
處
。
︙
︙
頃
者
赴
調
京
師
、
繼
復
守
官
、
累

與
小
坡
叔
黨
遊
從
至
熟
、
叩
其
所
未
知
者
、
叔
黨
亦
能
爲
僕
言
之
。
僕
既
慕
先
生
甚
切
、
精
誠
感
通
。
︙
︙
三
十
年
中
、
殫
精
竭

慮
、
僕
之
心
力
盡
於
此
書
、
今
乃
編
冩
刋
行
、
願
與
學
者
共
之
。
若
乃
事
有
遺
誤
、
當
竢
博
雅
君
子
、
補
而
鐫
之
。

 

崇
寧
の
間
、
僕
年
に
学
を
志
し
、
今
に
逮
る
ま
で
三
十
年
、
一
字
一
句
来
歴
を
推
究
し
、
必
ず
其
の
用
事
の
処
を
見
ら
ん
と
欲
す
。
︙
︙
頃
者
、
赴
き
て
京
師
に

調
し
、
継
い
で
守
官
に
復
し
、
累し
き

り
に
小
坡
叔
党
（
蘇
過
）
と
游
従
し
熟
す
る
に
至
る
。
其
の
未
だ
知
ら
ざ
る
所
の
者
を
叩た
づ

ぬ
る
に
、
叔
党
も
亦
た
能
く
僕
の
為

に
之
を
言
ふ
。
僕 

既
に
︹
東
坡
︺
先
生
を
慕
ふ
こ
と
甚
だ
切
に
し
て
、
精
誠 

感
通
す
。
︙
︙
三
十
年
中
、
殫
精
竭
慮
、
僕
の
心
力
は
此
の
書
に
尽
く
し
、
今
乃

ち
編
写
刊
行
し
、
学
ぶ
者
之
を
共
に
せ
ん
こ
と
を
願
ふ
。
若
し
乃
ち
事
に
遺
誤
有
ら
ば
、
当
に
博
雅
の
君
子
を
竢
ち
て
、
補
ひ
て
之
を
鐫
せ
ん
。

 

趙
夔
「
註
東
坡
詩
集
序
」（『
王
状
元
集
百
家
註
分
類
東
坡
先
生
詩
』
巻
首
）
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趙
夔
が
蘇
軾
の
末
子
蘇
過
（
字
は
叔
党
、
一
〇
七
二－

一
一
二
三
）
に
教
え
を
乞
う
た
こ
と
に
つ
い
て
は
そ
の
真
偽
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る

が
、
崇
寧
年
間
（
一
一
〇
二－

〇
六
）
か
ら
三
十
年
を
か
け
て
注
釈
を
行
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
蘇
軾
文
学
を
愛
好
す
る

文
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
多
く
の
注
釈
が
行
わ
れ
、
書
肆
が
競
っ
て
出
版
し
た
結
果
、
そ
れ
ら
を
集
約
し
た
⑶
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

因
み
に
、
⑶
は
宋
末
元
初
に
増
刊
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
劉
辰
翁
（
字
は
会
孟
、
号
は
須
渓
）
の
批
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。

⑷ 『
施
顧
註
東
坡
先
生
詩
』
は
、
施
元
之
（
字
は
徳
初
）
が
中
心
と
な
っ
て
編
纂
、
顧
禧
（
字
は
景
繁
）
が
そ
れ
を
補
助
し
、
施
元
之
の
子

で
あ
る
施
宿
（
字
は
武
子
）
が
補
完
し
て
出
版
を
行
っ
た
合
注
で
あ
る
。
嘉
定
六
年
（
一
二
一
三
）
に
刊
行
さ
れ
、
景
定
三
年
（
一
二
六
二
）
に

補
編
の
上
で
再
刊
さ
れ
た
。
施
宿
は
同
郷
で
欧
書
を
能
く
し
た
傅
穉
（
字
は
漢
儒
）
に
鋟
板
を
依
頼
し
て
お
り
、
刊
行
当
時
、
淮
海
東
路

の
提
挙
常
平
司
（
倉
司
）
に
任
官
し
て
い
た
た
め
、「
淮
東
倉
司
刊
本
」
と
も
い
う
。
三
十
九
巻
ま
で
が
「
編
年
」
に
よ
る
蘇
詩
の
注
釈

で
あ
り
、
巻
四
十
が
「
翰
林
学
士
帖
」
と
ほ
か
遺
詩
、
巻
四
十
一
・
四
十
二
が
「
和
陶
詩
」
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
生
没
年
は
不
詳
で
あ

る
が
、
施
元
之
は
紹
興
二
十
四
年
（
一
一
五
四
）
に
、
施
宿
は
紹
熙
四
年
（
一
一
九
三
）
に
進
士
に
及
第
し
た
。
詳
し
く
は
先
行
す
る
専
著

に
譲
る
が
、
ま
た
、
か
の
陸
游
（
字
は
務
観
、
号
は
放
翁
、
一
一
二
五－

一
二
一
〇
）
は
こ
れ
に
以
下
の
序
文
を
寄
せ
た
。

 

某
頃
與
范
公
至
能
會
於
蜀
、
因
相
與
論
東
坡
詩
、
慨
然
謂
予
「
足
下
當
作
一
書
、
發
明
東
坡
之
意
、
以
遺
學
者
。」
某
謝
不
能
。

︙
︙
後
二
十
五
六
年
、
某
告
老
居
山
陰
澤
中
、
呉
興
施
宿
武
子
出
其
先
人
司
諫
公
所
註
數
十
大
編
、
屬
某
作
序
。
司
諫
公
以
絶
識

博
學
名
天
下
、
且
用
工
深
、
歴
歳
久
、
又
助
之
以
顧
君
景
蕃
之
該
洽
、
則
於
東
坡
之
意
、
蓋
幾
可
以
無
憾
矣
。
某
雖
不
能
如
至
、

能
所
託
、
而
得
序
斯
文
、
豈
非
幸
哉
。
嘉
泰
二
年
正
月
。

 

某
は
頃 

范
公
（
范
成
大
）
と
能
く
蜀
に
会
す
る
に
至
り
、
因
り
て
相
ひ
与
に
東
坡
の
詩
を
論
ず
る
に
、
慨
然
し
て
予
に
「
足
下 

当
に
一
書
を
作
し
て
、
東
坡
の

意
を
発
明
し
、
以
て
学
ぶ
者
に
遺の
こ

す
べ
し
」
と
謂
ふ
。
某 

能
は
ざ
る
を
謝
す
。
︙
︙
後
二
十
五
六
年
に
し
て
、
某 

告
老
し
て
山
陰
沢
中
に
居
せ
し
と
き
、
呉
興

の
施
宿
武
子 

其
の
先
人
司
諫
公
（
施
元
之
）
の
註
す
る
所
の
数
十
大
編
を
出
し
て
、
某
に
序
を
作
す
を
属
す
。
司
諫
公
は
絶
識
博
学
を
以
て
天
下
に
名
あ
り
、
且

つ
用
工
深
く
、
歴
歳
久
し
く
、
又
た
之
を
助
く
る
に
顧
君
景
蕃
（
顧
禧
）
の
該
洽
た
る
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
東
坡
の
意
に
於
い
て
、
蓋
し
幾い
く
ばく
も
以
て
憾
む
こ

と
無
く
べ
か
ら
ん
や
。
某
は
如ゆ

き
至
る
こ
と
能
は
ざ
る
と
雖
も
、
託
す
る
所
を
能
く
し
て
、
斯
の
文
を
序
す
る
を
得
る
、
豈
に
幸
ひ
に
非
ざ
ら
ん
や
。
嘉
泰
二
年

（
一
二
〇
二
）
正
月
。 

陸
游
「
施
司
諫
注
東
坡
詩
序
」（『
渭
南
文
集
』
巻
十
五
）

こ
の
よ
う
に
、
陸
游
は
范
成
大
（
字
は
致
能
、
号
は
石
湖
居
士
、
一
一
二
六－

九
三
）
に
注
釈
書
の
執
筆
を
勧
め
ら
れ
た
も
の
の
、
力
不
足
を
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理
由
に
断
っ
た
と
い
う
。
後
に
施
元
之
・
顧
禧
に
よ
っ
て
注
釈
書
が
編
纂
さ
れ
、
そ
れ
を
出
版
す
る
た
め
に
施
宿
は
陸
游
に
序
文
執
筆

を
依
頼
し
た
。
陸
游
は
そ
こ
で
施
元
之
等
の
博
識
を
称
え
た
の
で
あ
る
。
科
挙
及
第
の
年
次
に
鑑
み
て
、
施
元
之
は
同
年
に
科
挙
を
受

け
た
陸
游
と
同
世
代
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
施
宿
の
序
文
も
残
存
し
、
そ
こ
に
「
東
坡
先
生
詩
、
有
蜀
人
所
註
八
家
、
行
於

世
已
久
。
先
君
司
諫
病
其
缺
略
未
究
。
遂
因
閒
居
、
隨
事
詮
釋
、
歳
久
成
書
（
東
坡
先
生
の
詩
、
蜀
人
の
註
す
る
所
の
八
家
有
り
、
世
に
行
は
る
る

こ
と
已
に
久
し
。
先
君
司
諫
は
其
の
缺
略
に
し
て
未
だ
究
め
ざ
る
を
病
む
。
遂
に
閒
居
に
因
り
て
、
事
に
随
ひ
て
詮
釈
し
、
歳
久
し
く
し
て
書
を
成
す
）」
と
あ
る（
６
）。

「
八
注
」
の
う
ち
、
趙
次
公
・
宋
援
・
孫
倬
・
趙
夔
は
西
蜀
の
出
身
で
あ
っ
た
。
施
元
之
が
そ
の
「
八
注
本
」
の
「
缺
略
」
を
不
満
に

思
っ
た
こ
と
が
彼
が
新
た
に
一
書
を
成
す
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

⑸ 『
東
坡
和
陶
詩
解
』
は
、
福
建
仙
渓
の
傅
共
（
字
は
洪
甫
）
に
よ
る
、
蘇
軾
が
蘇
轍
と
と
も
に
創
作
し
た
晩
年
の
傑
作
「
和
陶
詩
」
の

注
釈
書
で
あ
る
。
陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
十
五
に
、「『
和
陶
集
』
十
卷
。
蘇
氏
兄
弟
追
和
、
傅
共
注
（『
和
陶
集
』
十
巻
。
蘇
氏
兄
弟

追
和
し
、
傅
共
注
す
）」
と
あ
り
、
ま
た
、
清
代
の
『
福
建
通
志
』
巻
六
十
八
に
は
『
東
坡
和
陶
詩
解
』
と
明
記
し
て
い
る
。
現
在
で
は
散

佚
し
た
も
の
の
、
韓
国
高
麗
大
学
所
蔵
の
、
元
の
蔡
正
孫
（
字
は
粋
然
）
が
著
し
た
『
精
刊
補
注
東
坡
和
陶
詩
話
』
十
三
巻
の
中
に
多
く

の
引
用
が
見
え
る
。
両
宋
を
生
き
た
傅
共
は
、
蘇
軾
の
故
居
旧
跡
を
直
接
訪
ね
歩
き
、
注
釈
を
行
っ
た
ら
し
い（
７
）。

（
Ⅱ
）
注
釈
本
―
散
文
・
詞
に
つ
い
て

  

蘇
軾
は
後
に
唐
宋
八
大
家
の
一
人
に
選
ば
れ
る
ほ
ど
の
文
章
の
名
手
で
あ
り
、
ま
た
、
艶
麗
優
美
な
作
品
が
多
か
っ
た
詞
に
お
い
て

も
豪
放
か
つ
雄
壮
な
作
風
を
発
想
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
注
釈
本
の
刊
行
も
詩
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

 
  

⑹ 

郎
曄
撰
注
『
経
進
東
坡
文
集
事
略
』
六
十
巻

	
  

⑺ 

傅
幹
撰
注
『
注
坡
詞
』
十
二
巻

こ
の
よ
う
に
、
⑴
～
⑸
は
詩
で
あ
っ
た
が
、
⑹
は
散
文
、
⑺
は
詞
に
つ
い
て
の
注
釈
本
で
あ
る
。

⑹ 

『
経
進
東
坡
文
集
事
略
』
は
、
杭
州
銭
塘
の
郎
曄
（
字
は
晦
之
）
に
よ
る
簡
潔
な
注
釈
が
為
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
は
『
経
進
三

蘇
文
集
事
略
』
一
百
巻
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、「
経
進
」
と
は
皇
帝
に
進
呈
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
現
存
す
る
宋
刊
本
で
は
、
孝

宗
御
製
の
序
賛
を
巻
頭
に
置
く
。
こ
の
序
賛
そ
の
も
の
は
、
孝
宗
期
の
乾
道
九
年
（
一
一
七
三
）
頃
に
刊
さ
れ
た
蘇
軾
の
文
集
を
以
て
「
朕

⎫ ⎭
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萬
幾
餘
暇
紬
繹
詩
書
、
他
人
之
文
、
或
得
或
失
、
多
所
取
舍
。
至
於
軾
所
著
讀
之
、
終
日
亹
亹
忘
倦
、
常
寘
左
右
、
以
爲
矜
式
。
信
可

謂
一
代
文
章
之
宗
也
（
朕
は
万
幾
に
余
暇
あ
れ
ば
詩
書
を
紬
繹
す
る
に
、
他
人
の
文
、
或
は
得
て
或
は
失
し
、
多
く
取
舍
す
る
所
な
り
。
軾
の
著
す
所
に
至
り
て

之
を
読
め
ば
、
終
日
亹
亹
と
し
て
倦
む
こ
と
を
忘
れ
、
常
に
左
右
に
寘
き
て
、
以
て
矜
式
す
る
と
こ
ろ
と
為
す
。
信
に
一
代
文
章
の
宗
と
謂
ふ
べ
し
）」
と
称
え
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、「
乾
道
九
年
閏
正
月
望
、
選
德
殿
書
賜
蘇
嶠
（
乾
道
九
年
閏
正
月
望
、
選
徳
殿
に
書
し
て
蘇
嶠
に
賜
ふ
）」
と
あ
る
よ
う
に
、

孝
宗
は
こ
れ
を
蘇
軾
の
曾
孫
で
蘇
過
の
孫
に
あ
た
る
蘇
嶠
（
字
は
季
真
）
に
与
え
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
こ
の
孝
宗
朝
に
て
刊
さ
れ
た
蘇

軾
の
文
集
を
基
礎
に
、
郎
曄
が
⑹
を
撰
注
し
、
紹
熙
二
年
（
一
一
九
一
）、
光
宗
に
進
呈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

⑺ 『
注
坡
詞
』
は
傅
共
の
族
子
で
あ
る
傅
幹
（
字
は
子
立
）
が
編
纂
し
た
、
現
存
す
る
中
で
は
最
初
の
蘇
軾
の
詞
集
で
あ
る
。
洪
邁
『
容

斎
続
筆
』
巻
十
五
「
注
書
難
」
に
「
紹
興
初
、
又
有
傅
洪マ
マ

秀
才
『
注
坡
詞
』
鏤
板
錢
塘
（
紹
興
の
初
め
、
又
た
傅
洪マ
マ

秀
才
の
『
注
坡
詞
』
有
り
、
板

を
銭
塘
に
鏤
む
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
紹
興
年
間
（
一
一
三
一－

六
二
）
初
頭
に
銭
塘
に
て
刻
さ
れ
た
。
福
建
仙
渓
の
傅
氏
一
族
に
は
、
⑸
の
傅

共
の
ほ
か
、
⑴
の
十
注
の
一
人
で
あ
り
、
⑶
に
附
さ
れ
た
『
東
坡
紀
年
録
』
を
著
し
た
傅
藻
（
字
は
薦
可
）
な
ど
が
お
り
、
ま
た
、
傅
共

は
⑺
の
序
文
も
担
当
し
た
。
傅
幹
の
注
釈
は
、
こ
う
し
た
傅
氏
一
族
の
長
年
の
蓄
積
も
影
響
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た

南
宋
の
陳
鵠
（
字
は
西
塘
）
の
『
耆
旧
続
聞
』
巻
二
に
、「
趙
右
史
家
有
顧
禧
景
蕃
補
注
東
坡
長
短
句
眞
蹟
云
︙
︙
（
趙
右
史
の
家
に
顧
禧
景
蕃

の
東
坡
長
短
句
の
真
蹟
に
補
注
す
る
有
り
て
云
ふ
︙
︙
）」
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
そ
こ
で
⑺
の
注
釈
内
容
と
の
比
較
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
⑷

の
顧
禧
も
蘇
軾
詞
の
補
注
を
行
っ
た
と
判
る
。
但
し
、
顧
禧
補
注
は
伝
わ
ら
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
Ⅲ
）
選
集
本
・
補
遺
本

蘇
軾
の
基
礎
資
料
で
あ
る
︽
東
坡
七
集
︾
の
う
ち
、『
東
坡
応
詔
集
』
十
巻
の
み
、
蘇
轍
の
撰
述
し
た
蘇
軾
の
墓
誌
銘
に
記
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
故
、
蘇
軾
の
歿
後
に
依
託
さ
れ
た
蘇
氏
一
族
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
奏
議
集
』
の
補
遺
と
し

て
『
奏
議
補
遺
』
三
巻
が
南
宋
に
編
纂
さ
れ
た
。
蘇
過
の
次
子
で
あ
る
蘇
籍
（
字
は
季
文
）
が
そ
れ
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が（
８
）、

現
在
散
佚
し
て
お
り
、
編
纂
状
況
の
詳
し
い
と
こ
ろ
は
判
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
既
刊
の
『
東
坡
集
』
の
再
版
が
為
さ
れ
る
一
方
、

未
収
録
の
遺
文
や
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
編
纂
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
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⑻ 

撰
者
未
詳
『
東
坡
外
集
』（
※
明
刊
『
重
編
東
坡
先
生
外
集
』
八
十
六
巻
の
原
本
）

	
  

⑼ 
蘇
嶠
撰
『
東
坡
別
集
』
四
十
六
巻
（
※
散
佚
）

⑻ 
『
東
坡
外
集
』
は
、
そ
の
編
纂
者
は
不
明
で
、
南
宋
に
刊
行
さ
れ
た
原
本
は
今
に
伝
わ
ら
な
い
。
収
録
作
品
の
全
て
が
補
遺
で
は

な
い
ら
し
く
、
現
在
は
明
の
万
暦
三
十
六
年
（
一
六
〇
八
）
刊
行
の
済
南
康
氏
刊
本
『
重
編
東
坡
先
生
外
集
』
八
十
六
巻
が
遺
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
明
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
東
坡
続
集
』
と
の
関
連
性
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
研
究
課
題
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る（
９
）。

⑼ 

『
東
坡
別
集
』
は
蘇
軾
の
曾
孫
蘇
嶠
が
建
寧
府
建
安
県
に
お
い
て
刊
行
し
た
も
の
で
、
彼
が
知
建
寧
府
在
任
中
で
あ
っ
た
淳
熙
四

年
（
一
一
七
七
）
か
ら
同
六
年
（
一
一
七
九
）
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
と
推
察
す
る（

（1
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
、
陳
振
孫
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

 

『
東
坡
別
集
』
四
十
六
卷
。
坡
之
曾
孫
給
事
嶠
季
眞
、
刊
家
集
於
建
安
、
大
畧
與
杭
本
同
。
蓋
杭
本
當
坡
公
無
恙
時
已
行
於
世
矣
。

麻
沙
書
坊
又
有
『
大
全
集
』、
兼
載
『
志
林
』『
雜
説
』
之
類
、
亦
雜
以
潁
濱
及
小
坡
之
文
。
且
間
有
訛
僞
勦
入
者
。
有
張
某
、
爲

吉
州
、
取
建
安
本
所
遺
、
盡
刊
之
、
而
不
加
攷
訂
、
中
載
應
詔
・
策
論
。
蓋
建
安
本
亦
無
『
應
詔
集
』
也
。

 

『
東
坡
別
集
』
四
十
六
巻
。
坡
の
曾
孫
給
事
嶠
季
真
、
家
集
を
建
安
に
於
い
て
刊
す
る
に
、
大
略
は
杭
本
と
同
じ
。
蓋
し
杭
本
は
当
に
坡
公
の
恙
無
き
時
に
已
に

世
に
行
は
る
る
な
り
。
麻
沙
書
坊
に
又
た
『
大
全
集
』
有
り
、『
志
林
』『
雑
説
』
の
類
を
兼
載
し
、
亦
た
雑
ふ
る
に
潁
濱
（
蘇
轍
）
及
び
小
坡
（
蘇
過
）
の
文
を

以
て
す
。
且
つ
間
ま
訛
偽
の
勦
入
す
る
者
有
り
。
張
某
な
る
有
り
、
吉
州
を
為を
さ

め
し
と
き
、
建
安
本
の
遺
す
所
を
取
り
て
、
尽
く
之
を
刊
す
る
も
、
攷
訂
を
加
え

ず
、
中
に
応
詔
・
策
論
を
載
す
。
蓋
し
建
安
本
も
亦
た
『
応
詔
集
』
無
き
な
り
。 

陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
十
七
「
別
集
類  

中
」

『
東
坡
別
集
』
は
、
蘇
軾
健
在
時
に
刊
行
さ
れ
た
杭
州
本
『
東
坡
集
』
四
十
巻
と
『
東
坡
後
集
』
二
十
巻
が
底
本
で
、『
応
詔
集
』
所

収
の
「
応
詔
策
論
」
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
も
の
ら
し
い
。
同
時
期
の
淳
熙
六
年
（
一
一
七
九
）
に
蘇
轍
の
曾
孫
蘇
詡
が
、『
欒
城
集
』
の

善
本
の
有
無
に
つ
い
て
孝
宗
か
ら
下
問
さ
れ
た
際
に
、「
臣
假
守
筠
陽
、
日
以
家
藏
及
筠
・
蜀
本
三
考
是
正
、
鏤
板
公
帑
。
字
畫
差
太

粗
、
亦
可
觀
。
容
臣
進
呈
（
臣 

筠
陽
に
仮
守
た
り
し
と
き
、
日
び
家
蔵
及
び
筠
・
蜀
本
を
以
て
三
た
び
考
し
て
是
正
し
、
公
帑
に
鏤
板
す
。
字
画
は
差
太
粗
な
る

も
、
亦
た
観
る
べ
し
。
臣
の
進
呈
を
容
れ
ら
れ
よ
）」
と
奏
上
し
、
再
刊
し
た
全
集
を
献
上
し
た
と
い
う（

（1
（

。
蘇
嶠
も
同
様
に
家
蔵
本
と
世
間
に
流

伝
す
る
各
地
の
刻
本
を
以
て
校
正
し
、「
公
帑
」、
即
ち
官
刻
で
出
版
し
た
可
能
性
が
高
い
。
形
態
と
し
て
は
選
集
で
、
補
遺
の
作
も
あ
っ

た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
同
時
代
を
生
き
た
洪
邁
（
字
は
景
廬
、
一
一
二
三－

一
二
〇
二
）
は
、
蘇
嶠
の
編
纂
の
杜
撰
さ
を
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。

ま
た
、
元
の
至
正
五
年
（
一
三
四
五
）
に
完
成
し
た
『
宋
史
』
芸
文
志
に
は
「
蘇
軾
『
前
後
集
』
七
十
巻
、『
奏
議
』
十
五
巻
、『
補
遺
』

⎫ � ⎭
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三
巻
、『
南
征マ
マ

集
』
一
巻
、『
詞
』
一
巻
、『
南
省
説
書
』
一
巻
、『
應
詔
集
』
十
巻
、『
内
外
制
』
十
三
巻
、『
別
集
』
四
十
六
巻
、『
黄
州

集
』
二
巻
、『
續
集
』
二
巻
、『
和
陶
詩
』
四
巻
、『
北
歸
集
』
六
巻
、『
儋
耳
手
澤
』
一
巻
、『
年
譜
』
一
巻
王
宗
稷
編
」
と
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
南
宋
の
現
存
資
料
に
言
及
が
な
く
編
纂
時
期
が
不
確
定
で
あ
る
た
め
挙
げ
な
か
っ
た
が
、
文
集
で
あ
ろ
う
『
黄
州

集
』
二
巻
、『
黄
州
続
集
』
二
巻
、『
北
帰
集
』
六
巻
な
ど
は
、
宋
末
元
初
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
蘇
軾
の
存
命
中
か
ら
「
一
官

一
集
」
型
の
文
集
は
幾
つ
か
編
纂
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
を
踏
襲
し
た
選
集
本
で
あ
ろ
う
。

（
Ⅳ
）
総
集
本

本
集
に
未
収
録
の
作
が
判
明
し
た
り
、
そ
れ
を
補
遺
し
た
文
集
が
編
纂
さ
れ
た
り
す
る
と
、
そ
れ
ら
と
こ
れ
ま
で
の
作
品
を
全
て
含

有
す
る
総
集
本
を
欲
す
る
需
要
層
が
表
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
の
二
書
は
そ
れ
に
当
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
  

⑽ 

撰
者
未
詳
『
東
坡
大
全
集
』
一
百
七
十
巻
？
（
※
散
佚
）

	
  

⑾ 

撰
者
未
詳
『
東
坡
備
成
集
』（
※
散
佚
）

⑽ 『
東
坡
大
全
集
』
は
、
⑼
に
挙
げ
た
陳
振
孫
が
述
べ
る
よ
う
に
、
麻
沙
書
坊
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
。
雑
文
も
多
く
収
録
し
て
い

る
上
、
蘇
轍
や
蘇
過
の
詩
文
、
そ
の
他
に
偽
作
も
混
在
し
た
坊
刻
本
で
あ
る
。
日
本
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
、
同
じ
く
麻
沙

本
の
蘇
洵
『
類
編
増
広
老
蘇
先
生
大
全
文
集
』
と
蘇
轍
『
類
編
増
広
潁
濱
先
生
大
全
文
集
』
な
ど
と
同
様
の
形
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る（

（1
（

。
因
み
に
、『
宋
史
』
芸
文
志
に
挙
げ
ら
れ
た
『
儋
耳
手
沢
』
一
巻
は
、
蘇
過
等
が
蘇
軾
の
遺
文
を
再
編
し
た
『
先
公
手
沢
』
が
基

で
あ
り（

（1
（

、『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
十
一
に
「『
東
坡
手
澤
』
三
卷
、
蘇
軾
撰
。
今
俗
本
『
大
全
集
』
中
所
謂
『
志
林
』
者
也
（『
東
坡
手
沢
』

三
巻
、
蘇
軾
撰
。
今
俗
本
『
大
全
集
』
中
の
所
謂
『
志
林
』
な
る
者
な
り
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
所
謂
『
東
坡
志
林
』
と
の
関
係
性
が
あ
り
、
且
つ
、

⑽
は
こ
れ
の
多
く
を
収
録
し
て
い
た
と
推
測
す
る
。
ま
た
、
王
十
朋
が
「
讀
蘇
文
」（『
梅
渓
前
集
』
巻
十
九
）
に
「
紹
興
庚
午
七
月
上
澣
日
、

讀
『
東
坡
大
全
集
』
於
會
趣
堂
、
因
題
於
後
（
紹
興
庚
午
（
二
十
年
、
一
一
五
〇
）
七
月
上
澣
の
日
、『
東
坡
大
全
集
』
を
会
趣
堂
に
読
み
、
因
り
て
後
に
題

す
）」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
紹
興
二
十
年
（
一
一
五
〇
）
よ
り
前
に
は
刊
行
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑾ 

『
東
坡
備
成
集
』
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
資
料
に
言
及
が
少
な
い
た
め
、
⑽
よ
り
も
そ
の
様
態
が
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
胡
仔
の

『
漁
隠
叢
話
後
集
』
巻
二
十
八
に
「
東
坡
文
集
行
於
世
者
、
其
名
不
一
。
惟
『
大
全
』『
備
成
』
二
集
、
詩
文
最
多
、
誠
如
所
言
眞
僞
相

⎫ ⎭
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半
（
東
坡
の
文
集
は
世
に
行
く
者
、
其
の
名
は
一
な
ら
ず
。
惟
だ
『
大
全
』『
備
成
』
の
二
集
の
み
、
詩
文
最
も
多
く
、
誠
に
言
ふ
所
の
真
偽
相
ひ
半
ば
す
る
が
如
し
）」

と
あ
り
、
こ
れ
も
真
偽
を
問
わ
ず
多
く
の
詩
文
を
雑
多
に
収
録
し
た
坊
刻
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

三　

終
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
、
蘇
軾
を
始
め
と
す
る
元
祐
党
禁
に
よ
っ
て
有
罪
と
さ
れ
た
旧
法
党
人
が
赦
免
さ
れ
た
南
宋
に
お
い
て
は
、
多
く
の
蘇

集
が
編
纂
及
び
出
版
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
蘇
軾
の
死
後
間
も
な
く
注
釈
が
行
わ
れ
、
南
宋
の
初
期
に
は
出
版
さ
れ
た
こ
と
や
、

特
に
百
名
も
の
注
釈
を
集
め
た
と
銘
打
っ
た
『
王
状
元
集
百
家
註
分
類
東
坡
先
生
詩
』
や
蘇
軾
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
詩
文
を
乱
脈
に
集

め
た
『
東
坡
大
全
集
』
が
人
気
を
博
し
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
当
時
の
蘇
軾
の
熱
狂
的
な
人
気
と
南
宋
に
お
け
る
出
版
業
の
更
な
る
進

化
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
そ
の
編
纂
・
出
版
は
浙
江
・
福
建
・
蜀
に
お
い
て
の
も
の
が
多
く
、
ま
た
、
蘇
軾
・
蘇
轍
の
子
孫

の
み
な
ら
ず
、
施
氏
父
子
や
傅
氏
一
族
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
一
家
の
中
で
蘇
集
と
そ
の
知
識
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
国

土
の
半
分
を
金
に
奪
わ
れ
た
南
宋
で
は
、
政
治
の
み
な
ら
ず
、
社
会
や
経
済
に
も
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
出
版
文
化
に

お
い
て
も
更
に
そ
の
受
容
と
供
給
の
層
が
拡
大
し
て
い
っ
た
が
、
蘇
集
の
編
纂
も
そ
の
変
化
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

注

（
1
）  

何
薳
『
春
渚
紀
聞
』
巻
五
「
張
山
人
謔
」
に
「
紹
聖
間
、
朝
廷
貶
責
元
祐
大
臣
、
及
禁
毀
元
祐
學
術
文
字
」
と
あ
る
。

（
2
）  

先
行
研
究
と
し
て
、
西
野
貞
治
「
東
坡
詩
王
状
元
集
注
本
に
つ
い
て
」（『
人
文
研
究
』
第
十
五
巻
第
六
号
、
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
、
一

九
六
四
年
）、
村
上
哲
見
「
蘇
東
坡
書
簡
の
伝
来
と
東
坡
集
諸
本
の
系
譜
に
つ
い
て
」（『
中
国
文
学
報
』
第
二
十
七
冊
、
中
国
文
学
会
、
一
九
七

七
年
）、
劉
尚
栄
『
蘇
軾
著
作
版
本
論
叢
』（
巴
蜀
書
社
、
一
九
八
八
年
）、
曾
棗
荘
「
南
宋
蘇
軾
著
述
考
略
」（『
三
蘇
研
究
―
曾
棗
莊
文
存

之
一
』
所
収
、
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
九
年
）、
祝
尚
書
『
宋
人
別
集
敍
録
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
九
年
）
等
を
参
照
。

（
3
）  

拙
稿
「
蘇
集
源
流
考
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
十
二
号
、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
二
〇
一
三
年
）。
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（
4
）  

注 （
2
） 

に
挙
げ
た
西
野
貞
治
「
東
坡
詩
王
状
元
集
注
本
に
つ
い
て
」
及
び
劉
尚
栄
『
蘇
軾
著
作
版
本
論
叢
』
所
収
「
宋
刻
集
注
本
︽
東

坡
前
集
︾
考
」。
前
者
は
集
注
本
と
王
状
元
本
と
の
関
連
性
に
も
詳
し
い
。

（
5
）  
馮
応
榴
『
蘇
文
忠
公
詩
合
注
』（『
蘇
軾
詩
集
合
注
』
全
六
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
の
附
録
二
「
蘇
文
忠
合
注
凡
例
十
二
則
」

第
一
則
に
「
先
生
詩
有
四
注
・
八
注
・
十
注
及
唐
﹇
庚
﹈・
趙
﹇
夔
﹈・
黄
﹇
學
皐
﹈・
沈
﹇
名
失
考
﹈
諸
本
、
皆
不
傳
。
劉
宏
摘
律
之
類
、
又

不
足
採
。
余
所
見
者
、
一
爲
宋
刊
五
家
注
不
全
本
七
巻
。
︙
︙
其
編
次
一
如
七
集
本
、
惜
止
見
『
後
集
』
而
未
見
『
前
集
』
也
」
と
あ
る
。

（
6
）  

施
宿
の
序
文
は
、
鄭
騫
、
嚴
一
萍
編
校
『
増
補
足
本
施
顧
註
蘇
詩
』（
台
北
芸
文
印
書
館
、
一
九
八
〇
年
）
所
収
。『
王
状
元
集
百
家
註
分
類

東
坡
先
生
詩
』
に
附
さ
れ
る
王
十
朋
序
に
も
「
予
舊
得
公
詩
八
註
・
十
註
、
而
事
之
載
者
十
未
能
五
、
故
常
有
窺
豹
之
歎
」
と
あ
る
。

（
7
）  

先
行
研
究
と
し
て
、
金
程
宇
「
高
麗
大
学
所
蔵
︽
精
刊
補
注
東
坡
和
陶
詩
話
︾
及
其
價
値
」（『
文
学
遺
産
』
二
〇
〇
八
年
第
五
期
）、
卞
東
波

「
韓
国
所
蔵
古
本
詩
話
︽
精
刊
補
注
東
坡
和
陶
詩
話
︾」（『
宋
代
詩
話
与
詩
学
文
献
研
究
』
所
収
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
等
参
照
。

（
8
）  

孫
覿
「
與
蘇
守
季
文
」（『
内
簡
尺
牘
』
巻
七
）
に
よ
る
と
、
孫
覿
は
蘇
籍
に
「
奏
議
・
制
誥
、
世
間
所
傳
、
初
無
定
本
。
公
家
集
可
以

一
見
乎
。
︙
︙
如
制
誥
・
奏
議
及
二
集
所
不
載
者
、
願
季
文
速
出
、
與
天
下
共
之
」
と
要
請
し
て
い
る
。

（
9
）  

注
（
2
）
に
挙
げ
た
村
上
哲
見
「
蘇
東
坡
書
簡
の
伝
来
と
東
坡
集
諸
本
の
系
譜
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
10
）  

拙
稿
「
蘇
軾
の
曾
孫
と
南
宋
初
期
の
出
版
」（『
橄
欖
』
第
十
六
号
、
宋
代
詩
文
研
究
会
、
二
〇
〇
九
年
）
に
て
既
述
。

（
11
）  

蘇
詡
の
子
蘇
森
の
叙
し
た
「
宋
開
禧
刻
本
蘇
森
序
」
に
記
載
。『
蘇
轍
集
』
第
四
冊
（
全
四
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）
所
収
。

（
12
）  

洪
邁
「
擒
鬼
章
祝
文
」（『
容
斎
五
筆
』
巻
九
）
に
「
二
集
︹
蘇
嶠
刊
『
東
坡
別
集
』・
司
馬
伋
刊
『
司
馬
温
公
集
』︺
皆
出
本
家
子
孫
、

而
爲
妄
人
所
誤
、
季
眞
・
季
思
不
能
察
耳
」
と
あ
る
。

（
13
）  

『
黄
州
集
』
等
に
つ
い
て
は
、
筧
文
生
・
野
村
鮎
子
著
『
四
庫
提
要
北
宋
五
十
家
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
14
）  

王
水
照
編
『
宋
刊
孤
本
三
蘇
温
公
山
谷
集
六
種
』（
全
六
冊
、
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
の
第
一
冊
に
て
影
印
で
刊
行
。

（
15
）  

蘇
轍
「
再
題
老
子
解
題
後
」（『
蘇
轍
集
』
第
四
冊
所
収
）
に
「
政
和
元
年
冬
、
得
姪
邁
等
所
編
『
先
公
手
澤
』」
と
あ
る
。
但
し
、
主
に

蘇
集
編
纂
を
担
っ
て
い
た
の
は
蘇
過
で
あ
る
。
ま
た
、
明
の
曹
学
佺
『
蜀
中
広
記
』
巻
九
十
八
に
「『
東
坡
儋
耳
手
澤
』
三
卷
」
と
あ
る
。

※ 

本
稿
は
平
成
二
十
六
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
蘇
軾
文
集
の
成
立
と
伝
承
に
関
す

る
研
究
」（
課
題
番
号
：26770128

）
の
交
付
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


